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私達の生活で日常的に使われるエネルギーの大部

分は廃熱として活用されないまま環境に放出され、その

量は一次供給エネルギーのおよそ 3 分の 2 に及ぶ。こ

の廃熱を電気に変えることができるとして、熱電変換が

エネルギーハーベスティング技術のひとつとして注目さ

れている。一般に、熱電材料の性能は、ZT=S
2
∙σ∙T∙κ

−1

で表される無次元性能指数で評価される。ここで、S、σ、

T、κ はそれぞれ熱電能（=ゼーベック係数）、導電率、

絶対温度、熱伝導率であり、ZT が大きいほど変換効率

の良い熱電材料である。 

熱電能 S は、物質のフェルミエネルギー近傍のおけ

る電子状態密度のエネルギー依存性を反映することが

知られている。三次元的な電子状態を有する半導体に

おいては、Sとキャリア濃度 n との間には、ΔS/Δlog n=−198 μV K
−1の関係がある。すなわち、S と σを同時

に高めることはできず、出力因子 S
2
σ はあるキャリア濃度 n で極大値を持つ。上記 S と n の関係を変える

ためには、例えば二次元的な電子状態を利用すれば良い（L.D. Hicks and M.S. Dresselhaus, 1993）[1]。 

本講演では、酸化物半導体[2−6, 8]や窒化物半導体[7]のいくつかの二次元電子系の熱電能 S の具体例

を紹介し、二次元電子系の熱電ゼーベック効果の有用性について議論したい。 
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